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１ 　 基本理念

　国の教育振興基本計画では、「2040 年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成」「日

本社会に根差したウェルビーイングの向上」がコンセプトとして示されました。

　本市では、国の方向性を踏まえ、第３次浜松市教育総合計画の理念を継承しながら、基本理念を

「描く夢や未来の実現」「描く夢や未来の実現」と定めました。

　こどもやこどもの成長を支えるすべての人々が、それぞれの「夢や未来」を描き、その実現に向

けて自ら行動していくことで、それぞれのウェルビーイングを向上させていきたいという願いを込

めました。

２ 　 コンセプト

　基本理念のもと、本計画では「主体性」「多様性・包摂性」「信頼・協働」「主体性」「多様性・包摂性」「信頼・協働」の３つのコンセプトを

設定しました。

　予測困難で、急激に変化する社会の中で、「描く夢や未来の実現」を達成していくためには、物

事を自分事としてとらえ、自ら解決すべき課題を見つけて粘り強く取り組む「主体性」、一人一人

の自分らしさを認め、互いを尊重しあう「多様性・包摂性」、様々な人や組織とよりよい関係性を

構築し、多様な人々と協働しながら社会変化を乗り越えていく「信頼・協働」が重要であると考え

ています。こどもたちを取り巻くそれぞれの立場の人が連携・協働し、こどもたちの描く夢や未来

の実現に向けて取り組みます。

３ 　 目指すこどもの姿

　本市では「自分らしさ」を重視しています。こどもが自他の「自分らしさ」を大切にしていくこ

とは、他者を認め、協働しながら高め合い、補い合うことにつながっていくと考えます。

　また、「自分らしさ」を大切にして、こども自身が目標を立て、自分の行動を振り返り、評価し

ながら次の行動を決定する過程を通して自己実現を果たしていくことは、自らが関わる社会に変化

をもたらします。その様は、持続可能な社会を創り出す姿そのものであると考えます。

　こうした考え方や計画のコンセプトのもと、本市の目指すこどもの姿を「自分らしさを大切にす「自分らしさを大切にす

るこども」「他者と協働し、主体的に行動できるこども」「自己調整るこども」「他者と協働し、主体的に行動できるこども」「自己調整４しながら、粘り強く取り組むしながら、粘り強く取り組む

こども」こども」と設定しました。

４ 　 目指す教職員の姿

　自己調整しながら主体的に学び続けることは、こどもにも教職員にも求められる学びの姿です。

教職員が自らの専門性と指導力を磨き続けると同時にこどもの「自分らしさ」を受容し、こどもの

成長を支援する伴走者としての役割を果たしていくことが重要であると考えています。

　こうした考え方のもと、本市の目指す教職員の姿を「こどもの自分らしさを受け止める教職員」「愛「こどもの自分らしさを受け止める教職員」「愛

情と情熱、規範意識を持ち続ける教職員」「専門性と指導力を磨き続ける教職員」情と情熱、規範意識を持ち続ける教職員」「専門性と指導力を磨き続ける教職員」と設定しました。

４　こども自身が目標を立て、自分の行動を振り返り、評価しながら次の行動を決定していく様子
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